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製
造
業
の
現
場
で
は
、

長
年
の
経
験
か
ら
培
わ
れ

た
「
暗
黙
知
」
が
企
業
を
支

え
て
い
る
が
、
ラ
イ
オ
ン
で

も
熟
練
技
術
者
の
退
職
に
よ

り
、
そ
の
貴
重
な
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

同
社
は
２
０
２
２
年
の
生

成
Ａ
Ｉ
登
場
以
降
、
い
ち
早

く
活
用
を
進
め
、
２
０
２
３

年
12
月
に
は
研
究
ナ
レ
ッ
ジ

検
索
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
情

報
検
索
時
間
を
５
分
の
１
以

下
に
短
縮
す
る
な
ど
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
専
門
知
識
が
前

提
と
な
る
高
度
な
質
問
や
、

体
系
的
な
ナ
レ
ッ
ジ
整
理
を

要
す
る
複
雑
な
業
務
に
対
し

て
は
、
自
社
の
包
括
的
な
暗

黙
知
に
基
づ
い
た
回
答
が
困

難
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

Ａ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
の

も
と
、
独
自
の
Ｌ
Ｌ
Ｍ
開
発

へ
と
踏
み
出
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
２
０
２
５
年

４
月
よ
り
Ａ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

の
生
成
Ａ
Ｉ
実
用
化
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
コ
ス

ト
面
で
の
支
援
や
科
学
的
な

助
言
を
含
む
技
術
協
力
を
受

け
た
。
内
製
開
発
体
制
を
整

備
し
、
Ａ
Ｗ
Ｓ 

Ｐ
ａ
ｒ
ａ

ｌ
ｌ
ｅ
ｌ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
と
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
Ｍ
ｅ

ｇ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
―
Ｌ
Ｍ
を
組

み
合
わ
せ
た
分
散
学
習
基
盤

を
社
内
に
構
築
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
量
デ
ー
タ
の
高
速
処

理
と
学
習
の
並
列
実
行
が
可

能
と
な
っ
た
。

　

ベ
ー
ス
モ
デ
ル
に
は
Ｑ
ｗ

ｅ
ｎ 

２
・
５
―
７
Ｂ
を
用

い
、
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
研

究
報
告
書
や
製
品
組
成
情

報
、
品
質
評
価
デ
ー
タ
な

ど
、
数
十
年
に
わ
た
る
社
内

知
見
を
中
心
に
投
入
。
初
期

フ
ェ
ー
ズ
の
成
果
と
し
て
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ｌ
Ｍ
」
は
過

去
の
知
見
を
踏
ま
え
た
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
複
数

の
事
例
を
統
合
し
た
回
答
が

可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、

従
来
の
ツ
ー

ル
と
比
較
し

て
、
回
答
に

含
ま
れ
る
情

報
の
網
羅
性

が
大
幅
に
向

上
し
た
と
い

う
。

　

Ａ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
の
堤
浩

幸
常
務
執
行
役
員
は
、
ラ
イ

オ
ン
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ｌ

Ｍ
」
開
発
に
つ
い
て
、「
日

本
の
も
の
づ
く
り
産
業
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
だ
ろ
う
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
今
後
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
の
フ

ァ
イ
ル
な
ど
、
扱
い
に
く
い

デ
ー
タ
の
構
造
化
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
進
め
、
学
習
デ
ー

タ
の
拡
充
と
品
質
向
上
を
図

　

導
入
が
拡
大
し
た
背
景
に

は
、
こ
れ
が
単
な
る
女
性
向

け
福
利
厚
生
に
と
ど
ま
ら
な

い
現
代
的
な
企
業
価
値
向
上

策
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

オ
フ
ィ
ス
は
も
と
よ
り
、

工
場
や
建
設
現
場
と
い
っ
た

多
様
な
職
場
で
働
く
女
性
社

員
が
、
急
な
生
理
に
も
対
応

で
き
る
と
い
う
直
接
的
な
利

便
性
が
、
心
理
的
な
安
全
性

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

実
際
に
導
入
し
た
企
業
の

反
響
が
、
こ
の
流
れ
を
裏
付

け
て
い
る
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
大
林
組
で
は
、
建
設
現
場

の
仮
設
ト
イ
レ
に
も
設
置

し
、「
事
務
所
の
ロ
ッ
カ
ー

ま
で
取
り
に
戻
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
」
と
現
場
で
働
く

女
性
社
員
か
ら
歓
迎
さ
れ
た

と
い
う
。

　

ま
た
、
菓
子
メ
ー
カ
ー
の

湖
池
屋
の
事
例
で
は
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
社
員
か
ら

も
「
生
理
へ
の
理
解
が
深
ま

り
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と

い
っ
た
声
が
挙
が
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
取
り
組
み
が
個

人
の
安
心
感
に
と
ど
ま
ら

ず
、
組
織
全
体
の
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
な
文
化
醸
成
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

花
王
が
専
用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
無
償

で
提
供
し
、
導
入
企
業
が
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
ナ
プ

キ
ン
を
購
入
す
る
仕
組
み

だ
。同
様
の
取
り
組
み
は「
学

校
の
ロ
リ
エ
」
と
し
て
教
育

機
関
や
自
治
体
に
も
展
開
さ

れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
か

ら
は
専
用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
製
造
過

程
の
端
材
を
再
利
用
し
た
環

境
配
慮
型
素
材
を
採
用
す
る

な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
観
点
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

花
王
は
今
後
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
生
理

用
品
の
備
品
化
を
社
会
の
新

た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
と

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

が
主
導
す
る
「
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａ
ｌ 

Ａ
ｃ
ｃ

ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ 

Ｃ
ｈ

ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
（
Ｇ
Ｅ
Ｎ

　

ラ
イ
オ
ン
は
10
月
８
日
、
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ 

サ
ー
ビ
ス 

ジ
ャ
パ

ン
合
同
会
社
（
Ａ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
）
の
協
力
を
得
て
、
自
社
の
長
年

に
わ
た
る
研
究
開
発
デ
ー
タ
を
追
加
学
習
さ
せ
た
独
自
の
大
規
模
言

語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ｌ
Ｍ
」
の
開
発
に
着
手
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、２
０
３
０
年
に
向
け
た
経
営
ビ
ジ
ョ
ン「
次

世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
」
の
実
現
に
向

け
、
中
期
経
営
計
画
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 
２
０
３
０ 

２
nd 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
」
で
掲
げ
る
「
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
」
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
重
点

テ
ー
マ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

花
王
の
生
理
用
品
ブ
ラ
ン
ド
「
ロ
リ
エ
」
が
推
進
す
る
、
職
場
の
ト
イ
レ
に
ナ

プ
キ
ン
を
常
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
企
業
が
５
０
０
社
を
突
破
し
た
。

２
０
２
２
年
の
開
始
か
ら
４
年
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
ナ
プ
キ
ン
を
「
備

品
」
と
捉
え
る
新
し
い
考
え
方
が
、
多
様
な
業
種
の
企
業
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

Ｉ
Ａ
Ｃ
）」
で
開
発
さ
れ
た

国
産
モ
デ
ル
の
活
用
な
ど
、

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
継
続
的
な
精
度
向
上
を
目

指
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
ナ

レ
ッ
ジ
検
索
ツ
ー
ル
と
統
合

す
る
こ
と
で
、
高
度
な
質
問

や
タ
ス
ク
へ
の
対
応
を
可
能

に
し
、
知
識
資
産
の
最
大
活

用
を
通
じ
た
も
の
づ
く
り
Ｄ

Ｘ
の
加
速
と
競
争
優
位
性
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

ナ
プ
キ
ン
備
品
化
の
提
唱
広
げ

導
入
５
０
０
社
超
、新
常
識
へ

花 王

の
改
善
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
定
期
購
入

へ
の
誘
導
に
も
レ
ビ
ュ

ー
や
Ｕ
Ｇ
Ｃ
が
有
効
に

機
能
し
、
顧
客
の
継
続

利
用
意
向
を
高
め
る
こ

と
で
、
Ｌ
Ｔ
Ｖ
（
顧
客

生
涯
価
値
）
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
管
理
画
面

を
中
心
と
し
た
運
用
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

短
縮
し
、
効
率
的
な
施

策
実
行
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

今
後
は
、
こ
の
知
見

を
他
の
商
材
に
も
展
開
し
、

全
社
的
な
広
告
効
率
の
改
善

と
新
規
顧
客
獲
得
の
質
の
向

上
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
月

１
～
２
回
の
テ
ー
マ
設
計
に

基
づ
き
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
Ｕ

Ｇ
Ｃ
や
レ
ビ
ュ
ー
を
収
集
・

厳
選
。
こ
れ
を
商
品
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
や
定
期
購
入

へ
の
移
行
を
促
す
導
線
な
ど

に
配
置
し
、
継
続
的
な
検
証

と
最
適
化
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
、
顧
客
の「
体
験
価
値
」

を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
、複
数
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
購
入
を
検
討
す
る

際
の
障
壁
が
下
が
り
、
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
率
（
Ｃ
Ｖ
Ｒ
）

独
自
Ａ
Ｉ
で「
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
」を
加
速

オ
リ
ジ
ナ
ル
生
成
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ｌ
Ｍ
」開
発
始
動

ライオン

　

フ
ァ
ン
ケ
ル
は
、
ア
ラ
イ
ド
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
の
Ｃ
Ｖ
Ｒ
最
適
化
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
」
を
活
用
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
の
効
率
悪
化
と
い
う
課
題
を
克

服
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
広
告
競
争
激
化
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
の
費
用
対
効
果

が
低
下
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
、
新
た
な
顧
客
獲
得
モ
デ
ル
の
構
築
を
模
索
し
て

い
た
。
ま
た
、化
粧
品
市
場
で
の
競
合
増
加
に
よ
り
、同
社
の
強
み
で
あ
る
「
無
添
加
」

の
価
値
を
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
フ
ァ
ン
ケ
ル

は
「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
」
を
導
入
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が
生
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
（
Ｕ
Ｇ
Ｃ
）

や
レ
ビ
ュ
ー
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
道
を
選
ん
だ
。

戦
略
的
Ｕ
Ｇ
Ｃ
活
用
で
広
告
効
率
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上

ファンケル


